
熊本県豪雨災害に伴う被災地派遣

（第1次派遣隊からの報告）



派遣概要

• 派遣先 ：八代市立総合体育館（トヨオカ地建アリーナ）

• 派遣期間 ：第1次派遣 7月10日（金）～8月14日（金）（予定）

• 派遣人数 ：10名

• 業務内容 ：避難所運営

• 避難者 ：坂本地区住民

149世帯259人（7月9日）

平均年齢 60歳代後半



活動内容

• 面会受付係

• 受付係（避難者の受付など）

• 電話応対係

• 避難所巡回係

• 食事管理係（食事配布など）

• 遊撃係（物資管理など）
神戸市と岡山市が担当



避難者との共同作業による
パイプパーテーションの設営

区分け不満の解消 自治運営の重要性



物資搬入

食事配布



物資管理

☞救援物資の管理について、仕組みをつくる必要がある

• 救援物資の整理・在庫管理ができていない

• 物資を取り出すことに、時間と手間がかかる。

• 何を追加で発注したらよいのかわからない

• 必要な物資があるか、その時点でわからない。



救援物資搬出入フロー

○救援物資を受け入れるとき

救援物資受付（八代市）

↓
仮置き場に救援物資を搬入（各自）

↓
仮置き場の救援物資をバックヤードへ搬入（神戸市・岡山市）

↓
救援物資を分類（神戸市・岡山市）

↓
管理簿の「入庫数」に数量を記入（神戸市・岡山市）

○救援物資を出庫するとき

管理簿の「出庫数」に数量を記入（各自）

○１日の終わりの作業

管理簿の「入庫数」「出庫数」に数量を入力（神戸市）

↓
八代市スポーツ振興課へ管理簿データを送付（神戸市）

物資管理の仕組みを構築



ビフォーアフター



感染症対策（ソフト面の不足を補う活動）

👈ソーシャルディスタンスの徹底

👈消毒液の用途に応じた使用の周知



～支援物資として、様々な消毒液が混在～
・使用用途の説明書を作成
・消防法に則った保管の徹底


